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原子力船 「むつ」出力上昇試験の進捗状況について

.岸 壁における準備運転の実施 (7月

洋上における試験に先立 ち、 7月 3

運転を実施 し、 7日 に無事終了致 しま

平成 2年 10月 19日

日本原子力研究所

3日 ～ 7日 )

日より関根浜港内において準備

した。

2.洋 上試験 の実施 について

(1)第 一次航海 (7月 10日 ～ 30日 )

7月 10日 午前 11時、 「むつ」は洋上 にお ける第下次 の洋上試

験 実施 のため関根浜港 を出港、 13日 に は原子炉を起動 し、 同 日午

後 1時 30分 、本州東方約 210bの 洋上 において我が国初 の原子

動力航行を開始 しま した。

翌 14日 には原子炉熱 出力約 50%を 達成、 引 き続 き同出力 にお

いて試験 を実施 し、 19日 までに同出カ レベルにお ける試験項 目を

全て終了 しま した。

更 に、 23日 か らは原子炉熱出力約 70%に お ける試験 を開始 し、

当該熱出力 にお ける 「むつ」原子炉の機能・性能 を順次確認 し、原

子炉 の動的性能 に係 る試験 を概ね終了 しま した。 その後、 28日 に

制御棒位置信号回路の不調が発生 し、当該不調発生 の メカニ ズムを

究明 し、再発防止 に万全 を期すため、 出力約 70%に お ける試験 の

一部 を未了の まま、 「むつ」は 30日 午後 5時、関根浜港 に帰港 し

ま した。

(2 第二次航海 (9月 25日 ～ 10月 9日 )

第一次航海終了後、関根浜港 において所要 の補修 ご整備 を終 えた

「むつ」は、 9月 25日 午前 10時、第二回 目の洋上試験実施 のた

め関根浜港を出港 し、 9月 26日 に原子炉を起動、 29日 までか け

て第一次航海 において未了 とな っていた出力約 70%に お ける残 り

の試験 を実施 しま した。

また、 10月 3日 には出力 90%を 達成、 10月 5日 までか けて、

第二次航海の出港前 の 目標で あ った出力約 9o%に お ける試験 を全

て終了 しま した。
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更 に、 10月 5日 午後 1時 29分 には、初めて原子炉 出力 100
%を 達成 し、 引 き続 き 8日 までか けて出力約 100%で 原子炉 を運

転 し、 同出カ レベルにお ける試験 の半数程度を終了 しま した。
「むつ」は、台風 21号 を回避す るため、当初予定 よ リー 日遅 れ

て 9日 午後 1時 45分 関根浜港 に帰港 しま した。

。 これ までの出力上昇試験 の成果

(1)出 力約 90%ま での範囲 における試験 を終了 し、当該出力範囲 に

おいて 「むつ」の原子炉が所期の性能を有 し、安全面 において も十

分な もので あ るこ とを実証す ることがで きました。

(2)ま た、第二次航海 において は、原子炉出力 100%を 達成 し、 引

き続 き三 日間余実施 した出力約 100%に おける連続運転 によ り、
「むつ」原子炉の出力を検定す るとともに、同出力 にお ける核計装

の最終的な較正等を行 い ま した。 また、佐世保 にお ける遮蔽改修正

事 の成果を確認す ることがで きま した。

(3)更 に、常用出力 (出 力約 90%)に おいて、通常 の航行 よ りも厳

しい条件で舵 を切 って船体の運動 を観察す るとともに、 この よ うな

航行 において も原子炉 プラ ン トが安定的に運転 され ることを確認 し、

第二次航海 において実施予定の海上試運転 に見通 しを得 ま した。

(4)「 むつ Jは 、第一次航海及 び第二次航海の合計で、 36日 間、約

7,810海 里を航行、 この うち、原子動力 による航進距離 は約 5,970海

里で した。 この間に消費 した原子燃料 (ウ ラン235)は 概ね 555
グラム (推 定 )で した。

今後の試験予定

出力約 100%に お ける残 りの出力上昇試験 は、 「むつ」の船舶 と

しての性能を確認す るため実施 され る海上試運転 と併せて、第二 回 目

の航海 (現 在 の ところ、 10月 末か ら 11月 中旬 までの間に実施 を予

定 )に おいて実施す る予定です。
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(参  考 ) 前回御報告以降 これ までの主な経過

7月 3日

7日

5日

6日

9日

2日

3日

5日

9日

準備運転再開

準備運転終了

洋上試験 (第 一次航海)の ため関根浜港 出港

出力約 50%に おける試験 のため原子炉起動

原子動力航行開始 (出 力約 24%)
出力約 50%到 達

出力約 50%に おける試験終了

出力約 70%に おける試験 のため原子炉起動

出力約 70%到 達

制御棒位置信号回路 に不調発生

原因究明及 び補修作業のため帰港 を決定

関根浜港帰港

洋上試験 (第 二次航海 )の ため関根浜港 出港

出力約 70%に お ける試験 のため原子炉起動

出力約 70%に おける試験終了

出力約 90%に おける試験 のため原子炉起動

出力約 90%到 達

出力約 90%に お ける試験終了

出力 100%達 成

関根浜港帰港

7月 10

13

14

19

23

28

29

80

日

　

日

日

　

日

　

日

日

　

日

　

日

9月 2

2

2

10月
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ソ連 にお け る原子力船の現状等 につ いて

囲
その 2

平 成 2年 10月 19日

日本 原 子 力 研 究 所

1.訪 ソ調 査 につ い て

本 年 9月 24日 よ り 28日 ま で 、 ソ連 ム ル マ ンス ク にお い て 、 国 際

セ ミナ ー 「海 洋 の 原 子 力 :安 全 性 と エ コ ロ ジ ー 」 が 開 催 され 、 原 研 で

は、 原 産 訪 ソ代 表 団 に 4名 加 わ る形 で 本 会 議 に参 加 す る と と もに、 あ

わ せ て 関 連 の 施 設 等 を 訪 間 、 調 査 した の で 、 得 られ た 情 報 の 一 端 を 以

下 に紹 介 す る。

2.ソ 連 にお け る原子力砕氷船の現状等

①  初代 の原子力砕氷船 「 レーニ ン」が昨年退役す る一方、最新鋭の

「ソビエ ト・ ソユ ーズ」及 び 「タイ ミール」が昨年、 「バ イガチ」

が今年 、それぞれ就航 した。

②現在、

「アル クチカ」、 「シビ リ」、 「ロ シア J、 「ソビエ ト・ ソユ ー

ズ」、 「タイ ミール」、 「バ イガチ」 (後 2者 は、 フィンラン ドで

船体 を建造 しソ連 で原子炉を艤装 )

の 6隻 の砕氷船 及び原子力砕氷 ラッシュ船 「セブモ ルプーチ Jが 運

航 中で あ り、更 に、

「十月革命 」、 「ウラル」

の 2隻 が レニ ング ラー ドのバ ルチ ック造船所で建造 中であ った。

③  「 レーニ ン」は、既 に燃料を取 り出 し現在 ムルマ ンス ク港 に係留

中で あ り、 いず れ、 レニ ング ラー ドに回航 して博物館 とされ る計画。

④  ムルマ ンス ク港 は、 ソ連の全ての原子力砕氷船の補修基地 と して、

整備 が進 め られて い る。
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⑤  原子力船 の使用済燃料 を約 6炉 心分貯蔵で きる自航能力を持つ船

「イマ ン ドラ」を有 してお り、現在 ムルマ ンス ク港 に係留 されてい

、 た。

⑥  ソ連 の北極海路 は、 これまで ソ連国籍以外の船の運航が禁止 され

ていたが、 1991年 よ り外国船舶の航行が認め られ る見通 じとの

ことであ った。

⑦  ソ連 で は、蒸気発生器を原子炉 と一体 と した形式の舶用原子炉、

遠隔地 での電力供給のための浮体式の原子力発電所等の研究開発が

進め られて い る。 これ らにつ いて、 日本 との協力 に関たヽが示 された。

3。 今後 につ いて

ソ連 は、原子力船技術 につ いて、既 に延べ 10o炉 。年を超 え る原

子力砕氷船の運航経験 に裏付 け られた 自信を有 してい る一方、 チ ェル

ノブイル以降、原子力 に関す る PAの 獲得 に腐心 してぃ る。

また、我が国の改良舶用炉の研究開発 に関す る日本か らの発表 に対

して、極 めて大 きな関心が示 された。

「 レーニ ン」「タィ ミール」等の視察 に当た って写真撮影 に一切の

制限が設 け られ ないな ど、情報公開が急速 に進みつつ あ り、今後、 日

ソの協力 の進展 が期待 され る。

なお、本年 11月 末 に、原産の 「日ソ原子力船 セ ミナー」によ り、

ソ連側代表団の訪 日が予定 されてお り、 「むつ 」の視察等 も計画 され

てい る。


